 テーマ・：君は満蒙開拓青少年義勇軍や「大陸花嫁」に行くか？

 　　～　日本のアジア侵略の戦いに君は参加するのかしないのか？　～

○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　１９３７年から始まった日中戦争は、中国の人々の根強い抵抗によって泥沼化し、日本の中国侵略を非難するアメリカやイギリスなどの国々との対立は、ついに１９４１年12月の日本軍の奇襲攻撃により、アメリカ・イギリスなどとの全面戦争に突入した。太平洋戦争である。

 　この戦争の初期こそ日本軍の優勢であったが、石油などの資源を絶たれた日本はその後守勢にまわり、人も物資も全てを戦争にまわさざるをえなくなった。

 　この戦争で最もひどい被害をうけたのは侵略された中国や植民地朝鮮の人々であった。強制的に日本に連行され鉱山などで働かされた中国朝鮮の人は約１００万人。そ の多くが激しい虐待の中で死亡した。そして中国本土では日本軍によって殺された中 国人は約１０００万人とも言われている。

 　しかしもう一つ忘れてはならないのは、この戦争で日本の多くの若者が命を落としたことである。学徒動員で特攻隊などに行かされて戦死した２０歳前後の若者たち。志願兵として特攻戦で戦死した１０代の若者。そして勤労動員で工場にかりだされ、空襲によって命を落とした中学生や女学生などが知られている。

 　だが最も悲惨な運命をたどったのは、満州蒙古地方の「開拓」に駆り出された青少年だった。１９３１年の満州事変で日本軍に占領された中国満州地方に、多くの若者が「開拓」のために自ら志願してわたった。くわと鉄砲を担いで満州・蒙古地方に渡った青少年義勇軍に続き、その花嫁となって「開拓」をすすめるべく多くの若い女性が満州に渡った。彼らの年齢は１６歳から１８歳。義勇軍総数約９万人。その他の開拓団総数約２７万人。

 　しかしその三人に一人は１９４５年の終戦後も日本に帰れなかった。敗戦とともに、彼らは中国の農民や中国軍、そしてソ連軍に襲われて８００名全員が皆殺しとなっ

 た開拓団すらあったのである。

 　　　・なんのために満州・蒙古の「開拓」は行われたのか。

 　　　・なぜこの「開拓」に多くの青少年が自分から参加したのか。

 を学ぶとともに、もし君たちがこの時代の貧しい日本の農家の息子や娘であったならこの「開拓」に参加したかしないかを考えてみよう。






· 今後の予定


授業の内容
教科書のページ

１
満州・蒙古の開拓団の内容・目的・結末
資料プリント

２
第一次世界大戦中の日本軍の中国侵略・中国の抵抗と欧米
231～233

３
民主主義の進展と解放運動の前進
233～237

４
日本における民主主義の進展
238～240

５
大正デモクラシーと教育・国民生活
242～243

６
世界恐慌の勃発とファシズムの台頭
246～247

７
軍部の台頭と満州事変
248～251

８
討論準備


９
討論（君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？）


10
日中戦争⇒第二次世界大戦⇒日本の敗北
252～261

11
日本の民主化
266～269

12
国際連合の成立と植民地の独立（アメリカ中心の世界へ）
272～273


レポート（13）まとめ（14）


